
　

開
会
初
日
に
当
局
か
ら
提
出

さ
れ
た
議
案
は
、
財
政
状
況
を

示
す
令
和
３
年
度
の
市
財
政
健

全
化
判
断
比
率
と
市
資
金
不
足

比
率
の
報
告
２
件
の
ほ
か
、
執

行
前
提
案
３
件
、
条
例
案
６
件
、

補
正
予
算
案
７
件
、決
算
案
９
件
。

　

こ
の
う
ち
、
令
和
４
年
度
の

補
正
予
算
案
と
令
和
３
年
度
の

会
計
決
算
案
な
ど
22
件
は
決
算

等
特
別
委
員
会
（
中
野
貴
徳
委

員
長
、
議
長
を
除
く
全
議
員
で

構
成
）
に
付
託
し
、
審
査
し
ま

し
た
。

子
ど
も
１
人
に
３
万
円

　

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
案
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
や
円
安

に
よ
る
物
価
高
騰
、
原
油
価
格

増
に
伴
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
高
騰
の

情
勢
を
踏
ま
え
、
歳
入
・
歳
出

に
54
億
２
９
０
６
万
円
を
追
加

し
、
補
正
後
の
総
額
を
そ
れ
ぞ

れ
２
２
６
億
９
６
５
８
万
円
と

す
る
内
容
で
す
。

　

こ
の
う
ち
、
歳
出
の
主
な
も

の
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
の
子
育
て

世
帯
臨
時
特
別
支
援
金
６
５
４

９
万
円（
一
人
当
た
り
３
万
円
）、

公
共
施
設
な
ど
の
電
気
料
の
増

６
５
２
２
万
円
、
津
波
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
作
成
、
避
難
誘
導
標

識
設
置
業
務
委
託
料
１
０
０
８

万
円
、
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
費
補
助
金
の
増
６
９
７
万

円
、
物
価
高
騰
対
策
支
援
金
と

し
て
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
に
２
０
５
万
円
と
介
護
サ

ー
ビ
ス
事
業
所
に
３
８
５
万
円

な
ど
。

　

中
で
も
、
公
共
施
設
な
ど
の

電
気
料
の
増
に
つ
い
て
「
容
認

で
き
な
い
」
と
の
意
見
が
出
て
、

議
員
間
討
議
や
討
論
を
経
て
採

決
し
た
結
果
、
賛
成
多
数
で
原

案
通
り
と
し
ま
し
た
。
討
論
の

内
容
は
下
記
の
通
り
で
す
。

　

可
決
さ
れ
た
条
例
改
正
の
う

ち
、
市
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、

給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
は
、
団
員
の
定
数
を
見

直
し
、
報
酬
な
ど
の
処
遇
改
善
を

図
る
も
の
で
す
。
定
数
は
８
６
５

人
か
ら
６
３
９
人
に
縮
小
し
、
報

酬
は
班
長
を
１
万
２
２
０
０
円
増

の
年
額
４
万
１
０
０
０
円
に
、
団

員
を
１
万
３
０
０
０
円
増
の
同

３
万
６
５
０
０
円
に
引
き
上
げ
る

も
の
で
す
。

教
育
長
ら
の
任
命
に
同
意

　

教
育
長
と
教
育
委
員
会
の
委

員
１
人
が
任
期
満
了
と
な
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
後
任
と
し
て
次

の
人
を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意

し
ま
し
た
。

教
育
長

○
米
崎
町

　

山
田　

市
雄　

氏
（
70
歳
）

教
育
委
員
会
の
委
員

○
気
仙
町

　

木
下　

邦
男　

氏
（
65
歳
）

　

令
和
４
年
第
３
回
定
例
会
は
、９
月
２
日
か
ら
22
日
ま
で
行
い
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
燃
料
費
高
騰
に
伴
う
電
気
料
金
の
上
昇
に
よ
る
公
共
施
設
の

維
持
管
理
費
の
増
額
補
正
が
盛
り
込
ま
れ
た
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
案
（
第
３
号
）
に
つ
い
て
、「
電
力
供
給
会
社
と
の
契
約
を
見
直
し
、

リ
ス
ク
を
分
散
す
べ
き
」
と
の
意
見
が
出
て
議
論
が
分
か
れ
ま
し
た
が
、

起
立
採
決
の
結
果
、
原
案
通
り
認
定
し
、
全
25
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
に
は
、
14
議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。　
（
担
当
・
小
澤
睦
子
）

福　

田　

利　

喜　
　
議

大　

坂　
　

俊　
　
　
〇

伊　

藤　

明　

彦　
　
〇

及　

川　

修　

一　
　
〇

藤　

倉　

泰　

治　
　
〇

大　

坪　

涼　

子　
　
〇

菅　

野　

広　

紀　
　
×

佐
々
木　

一　

義　
　
〇

鵜　

浦　

昌　

也　
　
〇

伊　

勢　
　

純　
　
　
〇

蒲　

生　
　

哲　
　
　
〇

中　

野　

貴　

徳　
　
欠

畠　

山　

恵
美
子　
　
〇

伊　

藤　

勇　

一　
　
×

小　

澤　

睦　

子　
　
〇

大
和
田　

加
代
子　
　
×

松　

田　

修　

一　
　
〇

木　

村　
　

聡　
　
　
〇

議案第 12 号
令和４年度陸前高田市
一般会計補正予算（第3号）

※「○」は賛成、「×」は反対。「議」は議長のため、採否に参加せず。「欠」は欠席。

討論＝反対　大和田 加代子
　補正予算案に盛り込まれた電気料金の増額に関し、
算定方法の説明がありません。また、本年６月８日
時点で国内 104 社の新電力が倒産や事業撤退、新規
申し込みの停止に追い込まれており、本市公共施設
に電力を供給している陸前高田しみんエネルギーの
経営状況に関する説明がないまま値上げすることに
疑問を感じます。当局が他社と比較、検討したという、
具体的な説明がないことも疑問であり、競争性、透
明性、経済性などを重要視すべき地方自治体の在り
方とは言えず、容認できません。

討論＝賛成　伊 勢 　 純
　今回の補正予算案は、介護施設、子育て世帯や漁
船漁業への支援など、市民を応援する積極的な姿勢
が表れています。その中で、公共施設電気代を増額
しなければならない理由は世界的な物価高騰が背景
にあります。複数の電力会社と契約すべきという案
もありますが、大手電力会社から情勢変化に合わせ
て電力会社間で契約変更できないことを確認してい
ます。陸前高田しみんエネルギーは、地域貢献活動
にも取り組み、最も本市の理念に合致しています。

第
３
回
定
例
会　

補
正
予
算
案
巡
り
論
戦

公
共
施
設
の
電
気
料
金
増
額
で
賛
否

　

令
和
３
年
度
の
会
計
決
算

は
、
一
般
会
計
を
は
じ
め
、
下

水
道
事
業
、
農
業
・
漁
業
集
落

排
水
事
業
、
国
民
健
康
保
険
、

後
期
高
齢
者
医
療
、
介
護
保

険
の
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
歳

入
総
額
が
前
年
度
比
52
・
４
％

減
の
３
６
０
億
６
３
６
９
万
円

で
、
歳
出
総
額
は
同
55
・
０
％

減
の
３
０
９
億
７
８
６
０
万

円
で
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
水

道
事
業
は
、
収
益
的
収
入
が

５
億
８
９
５
７
万
円
（
前
年
度

比
２・
８
％
減
）
で
収
益
的
支

出
は
５
億
６
６
０
８
万
円
（
同

０・
３
％
増
）
で
し
た
。

　

特
に
、
一
般
会
計
決
算
は
歳

入
総
額
が
３
１
３
億
３
８
９
２

一般会計
歳入決算 源

財
主
自

源
財
存
依

一般会計
歳出決算

市税　５．６％
１７億５２８７万円

寄付金　２．６％
８億２３５９万円

繰入金　６．９％
２１億７９６７万円

繰越金　２１．３％
６６億６１７４万円

諸収入　１．８％
５億６１６３万円

その他　１．２％
３億７９１２万円

地方交付税 ２８．３％
８８億６１０８万円

国庫支出金 １６．８％
５２億８２１６万円

県支出金 ９．１％
２８億４０９４万円

市債　４．２％
１３億２１７７万円

その他　２．２％
６億７４３５万円

総務費　２７．２％
７１億８９１３万円

民生費　１４．３％
３７億６１１２万円

衛生費　３．６％
９億６１７２万円

農林水産業費　４．０％
１０億６３９６万円

商工費　４．６％
１２億２９８９万円

土木費
１８．２％

８４９０万円

消防費
１．５％
４億７２０万円

万円

６．
９万円

災害復旧費１４．１％
３７億３４０９万円

公債費　５．３％
１４億３９２万円

その他　０．９％
２億４３６５万円

土木費 １８．２％
４７億８４９０

教育費　６．３％
１６億７２６９万円

万
円（
前
年
度
比
55・
８
％
減
、執

行
率
95
・
０
％
）
で
、
歳
出
総

額
が
、
２
６
４
億
５
２
２
７
万

円
（
同
58
・
８
％
減
、
執
行
率

80
・
２
％
）
で
し
た
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
社
会

教
育
施
設
（
博
物
館
）
災
害
復

旧
事
業
費
20
億
３
５
０
３
万

円
、
高
田
・
今
泉
地
区
土
地
区

画
整
理
事
業
費
に
そ
れ
ぞ
れ

一
般
会
計
歳
出
総
額
２
６
４
億
５
２
２
７
万
円

博
物
館
復
旧
事
業
に
２
０
億
３
５
０
３
万
円

一
般
会
計
歳
出
総
額
２
６
４
億
５
２
２
７
万
円

博
物
館
復
旧
事
業
に
２
０
億
３
５
０
３
万
円

12
億
６
９
９
８
万
円
と
７
億
９

２
０
万
円
、
貸
工
場
（
ピ
ー
カ

ン
ナ
ッ
ツ
産
業
振
興
施
設
）
整

備
事
業
費
６
億
２
４
０
９
万
円

な
ど
。　
　
（
担
当・小
澤
睦
子
）

一般会計歳出決算の推移　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　

　 令和３年度　　　令和２年度　　令和元年度　　 平成 30 年度　　 平成 29 年度

  264億5227万円　642億768万円　801億372万円　787億8285万円　 892億6012万円

―２――３― りくぜんたかた市議会だより 第１２２号
　　　　　　　　　　

ＲＩＫＵＺＥＮＴＡＫＡＴＡ ＣＩＴＹ ＣＯＵＮＣＩＬ ＮＥＷＳ　№１22

【表決が分かれた案件】


